
日時　　　　　平成２０年７月２４（木）　午後７時～９時
会場　　　　　スペースＵ
企画運営　　“人むすびの場”づくり企画運営チーム

第１回テーマ　“つながるために情報発信しよう！”



“人むすびの場”とは？
• 「むすひ（産霊）」とは、ものを生み出す力のことを表す古語です。
場には、不思議な力が宿ります。

• “人むすびの場”は、人と人の思い、能力・スキルを結び合わせ、
創発のパワーを発揮して、新しい共生（ともいき）の世界を切り拓
いていく、つながりづくりの場です。

• 私たちの世界は、「人と自然」「人と人」のつながりが薄くなってしま
いました。そのため、問題も起こっています。でも世の中には人財、
知恵もそこかしこにあり、結び合うことで問題解決のパワーも生ま
れてくるに違いありません。

• 大切なことは、自然から学び、他者との係わり合いから自分自身
を発見することではないでしょうか？

• 場を活かし、つながりを創り、行動していきたい！　こんな思いをつ
なぎ、今まで自分のやりたかったことに実際に取り組むきっかけづ
くりにしていただけたらと思います。

走りながら考えていき
ま～す！皆さんと創る
場からネットワークや
プロジェクトが大きく
育ちますように・・・



　　
　　

　　

　　１９：００　　◆ごあいさつ
　　　　　　　　　　　　“人むすびの場”づくり発起人　高重和枝
　　１９：０５　　◆スピーチ「つながるために情報発信しよう！」
　
　　　　　　　　　　　　市民メディアプロデューサー　鈴木賀津彦さん
　　１９：４０　　◆ワークショップ「自分を情報発信しよう！」
　　　　　　　　　　　　ファシリテーター　角田知行さん　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　２０：５５　　◆本日のまとめ
　　２１：００　　　　終了
　　　　　　　　　　 交流会（うさぎ）

　　　　　　　　　　
　　

　プログラム



つながるために情報発信しよう！ゲストスピーカー　鈴木賀津彦さん

◆「市民メディア」
「住民ディレクター」に学べ！　市民メディアの時代
　　　～私たちが情報発信者になる～
　皆さんは「メディア」にどんなイメージを持っていますか。多くの人が
「メディア＝マスメディア」というイメージにとらわれているように感じま
す。その概念を一度壊すことが必要だと考え、「私たちがメディアだ」と、
いつも強調しています。もう一つのメディア、「市民メディア」に注目して
ください。市民メディアはこれから、社会的にますます大きな役割を果
たすようになります。
　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇
メディアというと、大手の新聞やテレビ局などのマスメディア、マスコミ
のことを考え、メディアに対して自分たちは「情報を受け取る側」である
と思っていませんか。読者、視聴者という言葉に表されるように、新聞
は読むもの、テレビは見るものという固定観念にとらわれているようで
す。確かに、これまではそうだったかもしれません。でも今は、ちょっと
パソコンをいじればインターネットにつながり、誰もが情報発信できる
時代です。テレビも、ただ見るだけではなく、「出るもの」だったり、誰も
が「番組をつくる」ことができるようになってきました。
　まず、皆さんの持っているメディアのイメージを壊すところから始めま
しょう。これからのメディアのあり方を考えるとき、私たち自身が「情報
発信者」になる、新しい多様な市民メディアをつくる「実践」が必要になっ
てきています。
　これからは「市民メディアの時代」です。「住民ディレクター」って、聞
いたことはありますか。実は今、地域の話題を地域の人たちが自ら
テレビ番組のディレクターになって映像情報を発信する「住民ディレク
ター」の取り組みが、地域を元気にする仕掛けとして全国的に注目さ

れ、広がっているのです。熊本県山江村で始まった「住民ディレクター」
の活動が起爆剤になり、共感する人たちが自分たちの地域で取り組み
始め、今では各地の住民ディレクター同士が交流し合うなど盛り上がっ
ています。
　「地域づくり」で言えば、これからは住民自らが地域を盛り上げる活動
に参加する「当事者意識」が欠かせませんが、それを創り出していくに
は、地域住民が情報を共有したり共通認識をつくることが必要で、その
ためのメディアが求められています。多くの人々に知ってもらいたいこと
がある時、マスコミに「取材してください」「記事にしてください」と頼むの
ではなく、私たち自身で情報発信することが大切で、それが今後の「市
民社会」での「地域力」のバロメーターになると言っても過言ではないで
しょう。
　自らの情報を発信すると、そこから「共感」が広がり、発信者自身が元
気になります。コミュニティも同様で、情報発信すると、そのコミュニティ
はますます元気になります。「市民メディア」はみんなを元気にしていま
す。
　一方で、マスメディアの側も「発信者」と「受信者」の双方向性が重視さ
れるようになり、読者参加、視聴者参加型の記事や番組が増えてきて
います。そうした中で、「市民記者」が登場して、これまで受け手だった
人たちに取材してもらうような関係もできています。マスメディアも「市民
メディアとの連携」なしには、やっていけない状況も生まれており、その
連携のあり方がそれぞれのマスメディアの将来展望をも左右している
訳です。
　多様な情報発信をすることが、実に楽しい時代なのです。市民メディ
アが世の中を変えていることを、私たちの周りから探してみてください。
そんな視点で、激変する２１世紀のメディア状況をとらえていけるように
考えています。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ジャーナリスト　鈴木　賀津彦）

【略歴】市民メディアプロデューサー。新聞記者の仕事のかたわら、教
育、福祉、環境問題などを通じた地域おこし・まちづくり活動など、各地
の市民活動にかかわる。市民がメディアを使って新しい地域ネットワー
クづくりに取り組むなどの、まちづくりでのメディアの役割を重視、地域
における「当事者としての新聞」のあり方を模索中。日本ジャーナリスト
会議運営委員、日本ＮＰＯ学会会員





自分を情報発信しよう！　　Ａグループ

Ａグループのつながり
キーワードは

「人間性善説」でした。

TさんMさん

Mさん Kさん Sさん



自分を情報発信しよう！　　Bグループ

Ｂグループのつながり
キーワードは

「フェイドアウト傾向？」
でした。

NさんMさんSさん

Uさん Aさん



自分を情報発信しよう！　　Ｃグループ

Ｃグループのつながり
キーワードは

「かけ橋になる！」

でした。

Kさん
自治体
職員

Nさん

ＩさんHさんSさん



自分を情報発信しよう！　　Dグループ

Ｄグループのつながり
キーワードは

「まさに異業種交流会」

でした。

HさんMさん

SさんNさんSさん



自分を情報発信しよう！　　場づくり人

Ｔさん Tさん

Rさん



このつながりをどういかすか、その
結果が、この会の存在価値になる
と思います。第1回、楽しくおしゃべり
できました。これからの継続、積み
重ね次第だと思います。（Ｓ）

自分の発信も考える時間がくれて
良かったです。人様からの発信を
受けて今まで不思議に思っていた
事を聞くことができて良かったです。

（Ｔ．Ｋ．）

自分について夢についてそれを表現
することだけでも「情報発信」になって
いくことを実感した。

（Ｋ）

皆さん視野が広い夢（日本にとどまらず）
をお持ちだなと感じました。自分の仕事
は区に縛られているので発想もその中
で完結されて、もっと外部からの刺激が
必要である

市民メディアはプロフェッショナル？プ
ロ同士の交流では？メディアになりた
い。人を結ぶ“ハブ”になりたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｏ）

自分には無いものを持っている。自分
とは良い意味で異なる人と出会うこと。
貴重な経験だと感じました。
ありがとうございました。

市民メディアとマスメディアの共存、
パートナシップ・・これは自由に！
その基本前提は自分メディアの発
信

人間社会って不思議だな・・・面白い
なあ・・・だからやりがいがあるな
あ・・・
もう少し、人間を続けよう！

鈴木さんのお話：市民側からの情報発
信はカウンターパワーとして市民の成
長機会としてよいこととおもいます。こ
の会まだWhat in this？です。

本日の感想



お互い新しい人達との出会いはわくわく
興味深深です。しかし…理解し合うには結
構時間がかかることなのでしょう！あまり
急がないで・・・という感想です。どちらにし
てもこのような企画と考えを出された高重
さん・・すごい勇気です。

Ａ～Ｄ４つのグループがあったが、たぶん
私は私のあるところのグループにいたな
～と感じた。
おもしろいめぐり合わせでした。

　　　　　　　　　　　　（Ｍ）

大変ユニークで楽しい会でした。久しぶりに
自分自身を振り返る機会がありました。い
ろいろな方と話すこともできました。・・・そ
れにしてもグループの中に同じようなブィジョ
ンを持っている人が集まっていたのには驚
きです。縁の不思議さを感じました。　あり
がとうございました。（Ｗ）

さまざまの立場の人がいる会のようだ。　
おおいに関係を作っていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ）

人と話すきっかけさえあれば、人のことを
もっと好きになるし、様々な発見、喜び、
チャンスが生まれる。普段会えない方、
特に年配の方との話は自分の幅を広げ
るきっかけになる
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｍ）

鈴木先生の話を聞かせていただいて、とてもい
い勉強になりました。「市民メディア」はグロー
バル時代の今、インタネットの時代の今におい
て、非常に重要になって来たとおもいました。伝
統の「メディア」と違う独特なところをぜひ発揮さ
せて、社会的な役割を果たしてもらいたいと思っ
ています。

発見する楽しさ！！

　　　　　　　　　　　　　（Ｎ．Ｈ.）

本日の感想


